

































































フインへのレドックス付加を触媒量の金属塩の存在下で行ない好収率で， 1 : 1 付加物を得た。用い
??n同d
??
たオレフインは 1-オクテン， 1-へキセン，スチレン，アクリル酸エチノレ， アクリ jレ酸メチ jレ，アク
リロニトリノレ，およびノノレボノレネンである。 トリクロロ酢酸エチノレのこれらのオレフインへのレドッ
クス付加によって， 4-置換一2， 2, 4- トリクロロ酪酸エチル類を， トリクロロアセ卜ニトリノレのレドッ
クス付加により， 4-置換-2， 2, 4- トリクロロ酪酸ニトリル類を，またジクロロアセトニトリノレのレド
ックス付加により， 4-置換-2， 4ージクロロ酪酸ニトリ Jレ類をそれぞ、れ合成した。通常の過酸化物開始
剤による付加反応に比べて， これらのレドックス付加反応は種々の合成的な利点を持つ乙とを示し
た。特に，過酸化物開始剤によるジクロロアセトニトリノレのオレフインへの付加では 2， 2-ジクロロ














第 1 編は 2 章に分れているが，まずエーテ jレ類のヒドロ・ペノレオキシドのレドックス分解を試み，




















第 3 編は光照射の下lこレドックス反応を行なったもので，たとえばメタノーノレは第 2 銅イオンの存
在の下に・OCH3 を生成し， スチレンの 2 重結合にこれが 2 個導入されることを確め， さらに酢酸
のときには CH3COO. の形でスチレンの 2 重結合に 2 個導入される乙とを明らかにしている口
本論文は銅の塩化物を用い，まずヒドロペルオキシドのレドックス分解を試み，中聞に生成したフ
リー・ラジカノレが塩素化されることを認め，これを某として RCl からの R・の生成に応用し，乙れ
をオレフインの 2 重結合に付加せしめると
R'ーCH=CH2 +R・→R'-CH-CH2-R
Cl 
Cu+Cl I 
一一一→ R'ーCH-CH2-R
のようにして， ラジカノレへの塩素付加がおとる乙とを確め， さらに光照射の下におけるメタノールお
よび酢酸からのメトキシおよびアセトキシ基の生成に成功したととは，今後のラジカノレ反応の進歩に
対して工学的な寄与をなしたものと確信される。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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